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 （委員） 

 小 原 一 成   東京大学地震研究所教授 

（臨時委員） 

窪 川 かおる   帝京大学先端総合研究機構客員教授 

阪 口   秀   笹川平和財団常務理事・海洋政策研究所所長 

 （専門委員） 

石 井 美 孝   石油資源開発株式会社代表取締役 副社長執行役員 

◎ 川 幡 穂 高   早稲田大学理工学術院大学院創造理工学研究科客員教授 

 鈴 木 志 野   国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所准教授 

巽   好 幸   神戸大学海洋底探査センター客員教授 

野 田 博 之   京都大学防災研究所准教授 

 

 

◎:主査   

 

(令和４年４月 19 日現在) 
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科学技術・学術審議会 海洋開発分科会 海洋科学掘削委員会 運営規則 
 

令和４年４月 19日海洋科学掘削委員会決定 
 
 
第１条 科学技術・学術審議会海洋開発分科会海洋科学掘削委員会（以下「委員会」という。）

の議事の手続その他委員会の運営に関し必要な事項は、科学技術・学術審議会令（平成 12
年政令第 279 号）、科学技術・学術審議会運営規則及び科学技術・学術審議会海洋開発分

科会運営規則に定めるもののほか、この規則の定めるところによる。 
 
 
第２条 委員会は、当該委員会に属する委員等の過半数が出席しなければ、会議を開くこと

ができない。 
 
 
第３条 委員会の会議及び会議資料は、次に掲げる場合を除き、公開とする。  
 一 人事に係る案件 
 二 行政処分に係る案件 
 三 前二号に掲げるもののほか、個別利害に直結する事項に係る案件、または調査の円滑

な実施に影響が生ずるものとして、委員会において非公開とすることが適当であると

認める案件 
 
 
第４条 委員会の主査（以下単に「主査」という。）は、委員会の会議の議事録を作成し、

これを公表するものとする。 
２ 委員会が、前条の各号に掲げる事項について調査審議を行った場合は、主査が委員会の

決定を経て当該部分の議事録を非公表とすることができる。 
 
 
第５条 主査は、必要があると認められたときは、学識経験者及び関係行政機関の職員を臨

時に出席させることができる。 
 
 
第６条 主査が必要と認めるときは、委員等は、Web 会議システム（映像と音声の送受信

により会議に出席する委員等の間で同時かつ双方向に対話をすることができる会議シス

テムをいう。以下同じ。）を利用して会議に出席することができる。 
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２ Web 会議システムを利用した委員等の出席は、第２条の規定による出席に含めるもの

とする。 
３ Web 会議システムの利用において、映像のみならず音声が送受信できなくなった場合、

当該 Web 会議システムを利用して出席した委員等は、音声が送受信できなくなった時刻

から会議を退席したものとみなす。 
４ Web 会議システムの利用は、可能な限り静寂な個室その他これに類する環境で行わな

ければならない。 
なお、第３条により会議が非公開で行われる場合は、委員等以外の者に Web 会議システ

ムを利用させてはならない。 
 
 
第７条 この規則に定めるもののほか、委員会の議事の手続その他委員会の運営に関し必

要な事項は、主査が委員会に諮って定める。 
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